













































































尺度の作成が行われた。研究 1～研究 2 において，小学生用関係性攻撃観尺度
改訂版が作成された。その結果，20 項目 4 因子構造からなる新たな尺度が得ら




















































 本論文は，関係性攻撃の生起メカニズムの説明する理論を SIP モデルに依拠
していたが，特にその中でも，潜在的知識構造に注目した。潜在的知識構造と
は，過去の経験に基づいて形成される記憶の貯蔵で，獲得されたルールや社会


















































が基本的な機能であると考えられる。そして，研究 2 と研究 7 の知見から，否
定的認識は加害経験のある子どもほど低くなる傾向があり，そのために関係性
攻撃が抑制する機能が示されなくなる可能性が指摘できる。さらに，否定的認
識は敵意帰属バイアスに対して正の関連も示しているので，関係性攻撃に対し
て過敏に反応し過ぎると，却って関係性攻撃を促進させるような機能もある可
能性が考えられる。  
次に，関係性攻撃観の身近さは，関係性攻撃の表出を導くようなオンライン
情報処理過程に促進的に作用し，結果的に関係性攻撃の表出につなげることが
基本的な機能である可能性が考えられる。身近さは，加害経験があるほど高く
なるが，受身・未経験群といった直接的な関係性攻撃経験がなく，加害群より
も身近さの得点が低い小学生においても，関係性攻撃を促進させる唯一の要因
であることも示された。よって，身近さは関係性攻撃の傍観者や全く関与した
経験がない小学生も関係性攻撃へ誘う可能性のある捉え方であると考えられる。 
 また，関係性攻撃観の正当化は，オンライン情報処理過程の中でも，攻撃的
な目標や反応に対して肯定的に作用し，結果的に関係性攻撃の表出につなげる
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ことが基本的な機能である可能性が考えられる。正当化は加害経験があるほど
高い傾向があった。そのやめ，加害経験があるほど，攻撃行動が促進され，結
果的に心理社会的不適応につながる可能性が考えられる。  
 最後に，秘匿可能性は，敵意帰属バイアスのみに作用し，表出される攻撃行
動も関係性攻撃に対してのみに関連を示した。秘匿可能性は関係性攻撃観の中
で，最も関係性攻撃に特有な関連を示したと考えられる。  
